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一一年を振り返って　--菊　治--

fJl V感染被告(薬'吉エイズ)とインフォー　ムド･コンセント

.:,日･.　‥ .　●

よろしくお願いします/腎友仝稚内支部　-h'_､'i.泊栄-　---･･=- i I

こんにちは保健婦てす

稚内支流在籍を誇りに思うH,Z　-1位,Z末　丁忠一一　-　　　　　　l Jl

北海道難病逮捕体･覧

地域支部紳織　一覧
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一昨を触り辿って

1995年の新しい年を迎えられた患者･家族の皆様ー如何がお過ごし

●でしょうか｡

振り返ってみますと､剛ヒ海道難病連稚内支部結成以来､様々なことが

ありました｡その中でも､長い闘病生浦を送りながら､家族の支えも空し

くー死去された方が数名いらっしゃいました｡本当に残念ですが､心より

ご冥福をお祈り申し上げます｡

稚内支部の活動を振り返ってみますとー4月10日にバーキンソン氏病

の医療講演会を開催し､ 7月30日･31日と2日間にわたっての全道集

会には1 5名が参加｡この様に有意義な行事を開催､参加したことが強く

印象に残る括動内容でしたが､中でも特筆すべきことはー稚内支部として

●独自に挽閑話を発行することが出来たことではないでしょうか｡
HSKなんれん｢さいはく｣は役員一同の努力の積み重ねにより､稚内

保健所をはじめ､稚内市ー管内町村､札幌本部など､皆様の協力を得まし

て､これまでに3回発行しー皆様の手元に様々な情報を届けるところまで

こぎつけましたことを関係各位､患者･家族の皆様に深く感謝致します0

9月には稚内市社協主催の｢ふれあい広場｣に参加し､初めてフリーマー

ヶットを実施した結果一市民の皆様の好評を得ることが出来て､会員の皆
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様から放出していただいた品物が､開始時より2時間足らずで売り切れる

という大盛況の内に終わりました｡当EI協力していただいた役員の方々に､

深く感謝申し上げます｡

10月に至っては､稚内腎友会主催の紅葉を見る旅行会に支部役員が4

名協力参加し､糞しい2日間を過ごしたことが印象深く残っております｡

また､ 23日(日)には稚内支部傘下のr肝炎友の会宗谷支部｣が括成

されたことを報告させていただきます｡

近年､宗谷管内においても､特に肝炎の患者さんが増加して来ておりま

す｡稚内支部としましてはー患者･家族の皆様との交淀を密にしてー　医療､

福祉等の相談にも応じていきたいと考えております｡

12月には､稚内支部初めてのクリスマス･バ-ティーを開催｡久保u]､

大須貿ー大塚､伊藤のクリスマス実行委員がアイディアを出し合いー　努力

した結果､参加者一同が楽しい一日を満喫することが出来ました｡

当初､とにかく初めての行事だっただけに不安がいっぱいでしたが､ビ

ンゴゲームやジャンケンゲーム等をはじめ入浴､食事を楽しんで､全員無

事に帰宅することが出来ました｡

これも稚内保健所の保健婦さん-会場を提供してくれたニュー溢泉舶ホ　●

テルの協力のお陰と凍く感謝すると共に､心よりお礼を申し上げます｡

また､この催しに際し､増永金一様､畠山倫子種､大塚浦寿美枝､佐々

木千患様､大須賓文子様､久保田祥横様､山口末子様より寄付や物品をい

ただきましたことを深く感謝申し上げます｡

文･菊　酒(難病連稚内支部事務局長)
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H I V感染被害(薬害エイス11)と

インフォームド･コンセント

■■■

■■■

●

●

■■■

去る11月13日(日)午後2時より､札幌市の北海道難病センター3

階大会議室でー北海道H工V訴訟を支援する会主催によるr薬害エイズと

インフォームド.コンセント｣というテーマの学習会が行われた｡

果京fI工Ⅴ訴訟弁護団事務局長の鈴木利鼻弁護士を講師に迎えて行わ九

たこの学習会には約3 0名が参加し､薬害エイズの問鹿を医療現喝で重要

な課題となっている~ィンフォームド･コンセント(IC)"の償面から

考えると共に一年内結審をE]指している東京HIV訴訟についても監護を

深めた｡

r東京HIV訴訟｣とは--1989年10月ー血友病患者と遺族14

話害者が東京地方裁判所に国と製薬会社5社(㈱ミドリ十字一朗化血研､

バクスター㈱､バイエル㈱､日本見方㈱)を話告として､ H工V感染被害

の責任を問う損害患償請求訴訟を提訴したもので､このr生きるT=めの裁

判｣で国と製薬会社の責任に基づく早期救済を求めているものである｡

r血友病｣は血液中に特定の讃固因子が不足しているために起きる病気

で一題国国子を含む血液成分を人の血薮から抽出した製剤が7 0年代に開

発された｡

これが血液製剤で､血友病患者等の早期止血や出血予防を可能にLt治

-5-



療を大きく前進させた｡そしてー重症患者も液状の血液製剤を自分で注射

するなどして､横板的に社会生拓に参加できるようになった｡

その後､より効果的に凝固因子を抽出した非加熱濃縮製剤が作られたが､

これが問題のrHIV｣ (ェイズ･ウイルス)をもたらしたのである｡

血友病患者は加熱処理されていない血液製剤によってrHIV｣に感染

させられた訳だが､製剤は2千人から2万5千人分の血液を原料としたも

ので､提供者の一一人がウイルスに感染していればー　そこから作られた製剤

はすべて汚染される｡そしてー原料の大半はアメリカの売血で席われー　ウ

イルス対策も十分ではなかった｡

厚生省は1976年12月に､この非加熱製剤の販売を承諾しー　当時エ

イズはまた間萄化していなかったが､原料を売血と知りながら認めたのは

正に国の過失である｡そして､ 82年7月､米国立防疫センターはー血友

病患者3人のエイズ発症を報告した｡

厚生省はこの時点で危険性を諾鼓し得たはすなのに､これ以降も非加熱

製剤の販売承諾を続け､厚生省が加黙製剤を承認したのは85年7月であ

る｡この間､米国からの非加熱製剤輸入量はむしろ増え､厚生省は切り替

え後の非加熱製剤の回収も怠りー被害を拡大させたというのが美恵なので

ある｡

簡潔にまとめてみると､人のエイズはレトロウイルス　レンチの一一一種で

あるヒト免疫不全ウイルス(HIV)を含有する感染リンパ球が､免疫防

aI系に重要な役割を演じているリンパ球の一種であるヘルパ-T細胞に癒

合･増殖して､これを破壊するために肺炎､脳炎､腸炎などの免疫不全を

招来する｡潜伏期間は8-10年と長く､発症すると短期間の内に死亡す

る不治の病気とされている｡
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ヒトのエイズの場合､感染経路の主体は性行為(ホモの虹円性交が主体)

による感染ー汚染血削こよる感染(汚染注射丑の回し打ちー輸血･血液製

剤) ､母子感染の3つに限られていると言われているが､エイズサーベイ

ランス発表による1993年末までのHIV感染者の捻数は2, 496名

で､そのうち讃困因子製剤の注射による医者性のものが1, 353名(5

4. 2%)と､感染経路Bgの最大多款を占めている｡

私達は日本のエイズの達半枚が､医者性に起こされたものであるという

●　現実を正しく盈糞する必要がある｡そして､医着任に起こった原因を一般

に明らかにし､出来るだけ速やかに結論を出して､患者･感染者に救済の

手が差し伸べられることを願うものである｡

●
この度の学習会ではrインフォームド･コンセント｣については-冶体

的に触れただけでとても残念な思いが残ってしまったので､難病患者の一

人として､また様々な患者との交淀を適して､日頃から感じているインフォー

ムド･コンセントの在り方や必要性について触れてみたいと思う｡

r健康｣はー人類共通の載いである｡しかしー天寿を全うするまで健康

でいられるという保証は何処にもない｡というよりは､人類の多くが何ら

かの病気でr死｣を迎えるというのが現実であると思う0
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私事だが､この世に生を受けてから30代突入まで病気らしい病気一つ

しないで生きて来られた｡本当に幸運だったと､今､痛切に思う｡

これまで私にとって｢健康｣は､唯一の財産だった｡特異の才能のない

私にとって｢健康｣だけがー　自己の存在証明でありー　大きな支えでもあっ

たように思う｡

そんな私が病魔に冒されたのは､ 30代前半だった｡病名はr重症筋無

力症｣という難病である｡病名を知らされた暗､大きな衝撃はなかった｡

それよ｡も･重い症状を抱えて得体の知れない不安と削､､仕事を続けて●

いた頃の方がすっと苦しかったし､辛かった｡だから､はっきりとした病

名が解った時は､正直言ってホッとしたような安堵感があったのである｡

病名が解った時点で即入院となり､蔑つかの詳しい検査の後､胸腺摘出

の手術が行われた｡というのは､この病気は拍J*療法によって治癒の可能

性があり､現にこの方法で完治した例もあるからである｡

病気との固いというか､本格的な付き合いは､正に手術後からが長い道

程だった｡現在もその問いは挽いているので､過去形で表現するのは正種

ではないが一　弘は少なくとも今は治療に向かっていると信じている｡

私にとって病気との固いは一　重との囲いでもあった｡できることなち版

用したくないと強く思っていたr副腎皮質ステロイドホルモン｣の投与が

始まり､それによって高熱舟場くようになったのである｡　　　　　●

ステロイドの投与が始まる時点で､主治医からの詳しい説明はなかった｡

病気とそれに関する薬剤の予備知議は予め持っていたので､私も放て質問

はしなかった｡だから､この時点では医師と患者の間にはrインフォーム

ド･コンセントJ (十分な説明を受けた上での同意)は成立してはいなかっ

た｡私は医療側の一方的な治療というか､盲目的な治療を無条件で受け入

れたのである｡
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ガンに糾して言えば､ 8本では今も大多数の医師が告知をしていないと

いうのが現状である.

｢患者のためJにガンを告知しないで家族にだけそっと教え､それとな

く解らせる方法をとるのはとても日本的なやり方だがー　アメリカの科学合

理主義で教育を受けた医師達にとっては不可解なことらしい｡何故なら､

告知をしないのはー　治療方針を話し合って決める　rインフォームド･コン

セント｣の精神にも反するということにもなるからだろう.

rインフォームド･コンセント｣という言葉は､それ自体一つの思想で

あり､プロセスであり､契約であり､哲学であり､法原理であり､それら

すべてをひっくるめた名称というとても芽解なものなのだが､一般には

｢説明と同意｣という平板な訳語になってしまっている｡もう少し詳しい

訳語だと｢十分に説明して理解してもらった上での同意｣だと考えられて

いる｡

本当はr医師は病状について患者が理解できるまで十分に説明し､治療

には洗つかの選択肢がありー　それらのメリットー　つまり後遺症やig作用､

手術の危険性や術後の心配点をあげて､すべてにわたっての日数やかかる

費用もきちんと説明し､患者が自分でその治療法を決定することへのヘル

プをする｣ことを指している｡

それには｢まったく治療､あるいは手術しなかった場合にはどうなるか

を説明｣することも含まれている｡すべて患者に自分の身体についての情

報を与え一　日分で自分の生き方ー　そして死に方を決断させるというアメリ

カ的な個人主義の集散でもある｢インフォームド･コンセント｣だが､日

本では今のところ研染みのない概念と言えるのではないだろうか｡

rインフォームド･コンセント｣とはー患者と医師の情報と決断の共有

と言えるし､医療は一方的にする錆とされる僻になってはいけないように
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感じる｡要するにrインフォームド･コンセント｣とは､あるゴールに向

かって一緒に努力していくことだと思う｡

今､日本人の60革近くがrガン告知｣をしてほしいと希望している｡

この数字はrお任せ医療｣が影を清めてきた証拠とも言えるが､しかしt

r告知｣にはr心｣が伴わなくては何もならない｡

それにしてもr告知｣だのr宣告｣だのと､何故rガン｣に限ってまる

で神のご託宣のような大仰な表現が使われるのだろうか｡アメリカでは､

単にrガンと診断｣と言うそうである｡

I C (インフォームド･コンセント)と告知の相関尉係について考えて

みると､この二つには切り離すことの出来ない漂いつながりがあると思う｡

ガンに限らずr告知｣の問題はとても難しいものがあるが､告知しなけれ

ばー　患者は自分の人生を自分で決められないのではないだろうか｡

私の場合を例にとってみると､私は診察したその場で病名を告げられた｡

r重症筋無力症｣という病気は難病ではあるが､まったく治る見込のない

悲鋼的な病気ではないからだろうが､不治の難病は確実に死に至る｡病名

を告げたその日に自殺したり､一家心中､妊姥や夜逃げが顛発したという

ケースもあるというから､告知は簡単なものではないかもしれない｡しか

し､自分がガン､あるいは不治の病だったとしても､私自身は告知を望む｡

何故ならば､確実に死に至る病気であっても､そこに辿るまでにはプロ

セスというものがあるのだから､そのl限られた時間の中で自分が納得いく

まで病魔と閤うことが一　日分の人生に与えられた大きな意義のような気が

するからである｡

皆さんはー　このインフォ-ムド･コンセント､あるいは告知の問題につ

いてどうお考えでしょうか｡是非ー　ご意見をお寄せ下さい｡

文･野滞　厚子(難病連稚内支部運営委員/銭的誌嬢集担当)
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腎　友　会　稚内支部

●

寒さ厳しき折り､難病連の皆様におかれましてはお元気でお過ごしのこ

とと思います｡

この度は難病連稚内支部の機関誌であるFすいはく』が､稚内にて発刊

できるようになったことを聞きまして本当に嬉しく､つい身近に感じて輩

を運びました｡

稚内支部の範図が稚内保健所管内の1市1村8町という広さに驚きを感

じておりますが､各支部の拙意によって立派な　Fさいはく1が育って欲し

いと願っております｡

誌面をお借りして､私達の｢腎友会稚内支部｣を紹介させていただきま

す｡

私達の腎友会は､稚内市立病院で透析を受けている患者同志の会です｡

現在の会員は36名で､私はr7月7日に会長になったばかりなので余り

よく解らないので､余力を見つけては勉強中です｡私達は難病連とも横の

つながりを大切にして行きたいと思っておりますので､難病連の各支部の

皆様方､よろしくご指導下さい｡

腎友会では秋の紅葉を楽しむ天人閤温泉1泊2日の旅行があり､幸い好
●　天に恵まれて楽しい旅行ができました｡この旅行では獅連稚内支部事務

局長の菊様､豊富町の志賀さま､河田種､佐々木様にご協力していただき

ました｡誠に有難うございました｡厚くお礼を申し上げます｡

なお､お近くにお出掛けの折には是非､お立ち寄り下さい｡

《住所》稚内市富岡2丁目8-12

《電話》32-8134

文･足立清栄(腎友会稚内支部会長)
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今回は､ ｢よく噛んで食べる｣ことについてお話しします｡

現代人は食事の時､余り噛まなくなったと言われています｡ある先生に

よると､現代人の一回の食事中に噛む回数は約620回で､卑弥呼時代と

比べると約6分の1ー　戦前と比べても半分以下に減ってしまったそうです｡

何故こんなに噛む回数が減ってしまったのかと言いますと､ ①大人も子

供も毎日時間に追われ､ゆっくり噛んで食べるゆとりがない②赤ちゃんの

時､何時までもやわらかい灘乳食ばかりで､噛む能力がなかったり､逆に

早く堅い物を与えたため九飲みすることを覚えてしまう③何時でも食べ物

があるので､食欲がわかない④加工食品や食事の洋風化でー　やわらかい食

べ物が増えた-などの理由があげられます｡

＼/噛むことは健康の源＼/

では､噛むことはどのような良い働きをするのでしょうか｡解りやすく

覚えられるように､ ｢卑弥呼の歯がい-ぜ｣というキャッチフレーズから

考えてみましょう｡

【ひ】 =肥満防止

【み】 =味覚の発達
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★呼鷺の驚-12　′ヽ +,.3:準o)和･t

し's二も

【こ】 =言葉の発音はっきり

【の】 =能の発達

【は】 -岳の病気の予防

【が】 =がん予防

【い】 =胃JB快訴

【ぜ】 =全力投球

●　以上が､噛むことの8大効果とされています｡

このように､よく噛むことはお金もかからず､誰にでも出来る身近な健

康法ですが､試してみると意外と兼しいのです｡

一口につき何回かむかを目標にするより､カレーのじゃがいもを大きめ

に切るとか､いり卯に野菜を加えるなどの工夫をすることの方が効果的で

すし､じっくり味わうことが一番大切なのです｡

一広報　rとよとみ｣より-
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iiiⅠ i ‡Ⅰ i i i‡ ‡‡

fii‡‡‡‡‡‡‡ Ⅰ‡‡‡‡ i i

稚内支部在籍を誇りに思う日々
‡ii‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡Ⅰ ‡‡

i fiⅠ ‡Ⅰ‡‡‡‡‡‡‡

●
10月27日は､稚内支部から　r署名運動を行いますので､午後1時ま

でに来て下さい｣と連絡を受けていた｡そしてー　3時からは小林完吾氏の

講演もある｡主人に車の運転をお顔いして､捨合文化センターへ向かった｡

1時15分前に到着したが､玄関､ホール､奏台､何処を見渡しても支

部の仲間が見当たらない｡きっと､会場の準備も出来て､何処かで一休み

しているのかもしれないと思いながらー　ホールではお茶席を設けて一般の

市民に声をかけていたので､お茶を勧められるままにいただこうとしてい

たところを事務局長の菊さんに見つけられて､一寸ばかり照れてしまった｡

仲間達の所へ行くと､もう署名運動は始まっていて　r退くなってプメン

なさい｣と声をかけながら入って行った｡

私達がいる所は玄関から入って左に折れた小ホールの入り口で､ 5人一一●

丸となって　rお顔いします｡お廉いしま-す｣と､会場に入って来る人に

呼U'掛けた｡お蔭様で次つぎと協力して下さり､私達としては嬉しい一時

だった｡

諸駿項目はー　①難病の原因究明､治療法確立のための予算を増額するこ

と②難病長期療養者のために国立療養所を整備し､在宅医療を専門医療機

関として汚用すること(卦身体障害者福祉法など､各種制度の谷間におかれ
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ている耗病者らの医療､リハビリ､福祉教育､就労ー在宅交通に関する捻

合対策を確立すること④看護婦不足を早急に解渦Lt大晦な増員を図って

行き届いた看護を保障すること⑤舞病者ー障害者､高齢者が安心して生清

を送れることが出来るよう年金制度を改善すること⑥生活医療相談､集団

無料検診などを行う難病センターを全都道府県に設置することー以上6項

目に対して私達は3時まで頑張った｡

3時からは小林完吾氏の｢上手に老いる･明日からの自分のために｣と

題しての講演が行われた｡テーマとは少し違って､上手に老いるのではな

く､老いた親にいかに優しく接してあげるかというところに力を入れて語っ

ていたように思う｡

私は口下手だからー聞くことが好きなこともあって講演会等にはよく出

かけるがー何時だったか播幸夫氏が自分の母について講演したことがあっ

た｡

小林完吾氏の母と同じく痴呆になってしまった話しを開いて､ r良く頑

張ったなあ｡みんな頑張っているんだ｣と感心したのはー実は私の主人の

母も思いっ切り老人性痴呆になり､口では語れない日々が3年間続いたか

らだったと思う｡

どんなに教養のある人でも､賢い人でも何時かは年を取る｡そして一　人

のお世話にならなければならない｡自分もそうなると思うと､その時のた

めにも少しでも福祉の充実を巌わずにはいられない｡

私は無病連稚内支部に舌を置きー　出来うる限り支部の行事に参加したい｡

今は難病連稚内支部にいることを誇りに思っている｡そして､色々な行事

に参加できることを槍しく思っている今日此頃である｡

文･佐々木　千患(北海道難病連評議委員/#内支部運営委貞)
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北海道難病連団体一覧
1994年7月現在

団体名 ��9Uﾉkﾂ�事務局 �6I�"�

(個人参加難病患者め 俛�Zｩ�9y��札税市中央区南4真西10 鉄�"ﾓ3#32�

会)あすなろ会 剪囑ﾚ無病センター内 

**の% 偖�69$��ｲ�札l院市豊平区福住3条7丁 目18-5岡部方 塔S"ﾓ�鼎2�

再生不良性貧血患者と 冢駭ﾉG��札幌市東区北45集束17丁 都��ﾓ�3�R�

家族の会 剿ﾚ565の134矢野方 

全国筋無力症友の台北 �)hﾏｸ��Y��札幌市中央区南4真西10 鉄�"ﾓ3#32�

海道支部 剪囑ﾚ難病センター内 

全国JS原病友の会北海 僣ｸﾋI�yk��札喋市中央区南4条西10 鉄�"ﾓ3#32�

道支部 剪囑ﾚ難病センター内 

全国心臓病の子供を守 傅ﾂ�札俊市北区屯田4条2丁目 都s"ﾓンSr�

る会北海道支部 �7-37得手方 

全国二分脊椎症児(者) �ｩ68��R�札幌市厚別区上野幌2条 塔迭ﾓ3都2�

を守る会北海道支部 �6丁目7の11相沢方 

全国八〇一キパン病友の会 ��h�):�爾�札幌市中央区南4真西10 鉄�"ﾓ���B�

北海道支部 剪囑ﾚ難病セ〃-内 

胆道閉鎖症の子供を守 �移ｩY�Wb�札幌市手稲区星置1条1丁 田コﾓ��#R�

る会北海道支部 剿ﾚ12-13羽根方 

日本才ストミ-協会札l幌支 仞�69�2�札椀市豊平区西岡4条14 鉄��ﾓS�3��

部 �8の15金田方 

日本てんかん協会(波 俤x�)'��x���札l幌市中央区南4条西10 鉄S"ﾓcc���

の会)北海道支部 剪哘j難病センター内 

日本TJウマチ友の会北海道 ��(露vﾘ���札幌市豊平区平岸6条10 塔3�ﾓS涛r�

支蕗 剪囑ﾚ1の58の712垂延方 

北海道漬癌性大腸炎. �,969|x���札l幌市中央区繭4条西10 鉄�"ﾓ3#32�

クローン病友の会 儺E]難病センタ-内 

北海道肝炎友の会 俚):��&｢�札税市東区北22条東15丁 目.長内ヒ+舟2F(月′水′金) 都S�ﾓ�����
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筋ジストロフィー部会 ��札幌市中央区南4条西10 丁目難病セ沖-内 鉄�"ﾓ3#32�

北海道後樟靭帯骨化症 ��伜)�IOﾂ�札幌市中央区南4真西10 鉄�"ﾓ3#32�

友の会 剪囑ﾚ難病セバー内 

北海道小鳩会 倅�Ik韈��札梶市南区川泊4条3丁目 5-30-107三好方 鉄s2ﾓ��S��

北海道腎Ja病患者連絡 舒(ﾞ案��札l幌市北区北35条西5丁 都Crﾓ�#�r�

協議会 剿ﾚ州S南麻生308号 

北海道脊髄小脳変性症 估ｹ68耳鶯�札幌市中央区南4真西10 鉄�"ﾓ3#32�

友の会 剪嚮菶ﾆ頼tン 

北海道備考症児を守る ��9nﾉY��札l幌市南区藤野5条4丁目 鉄��ﾓC#ッ�

会 �434-211北側方 

北海道多発性硬化症患 �69(i7刔��札幌市中央区南4粂西10 鉄�"ﾓ3#32�

者会 �7日難病センター内 

北海道低肺の会 兀���H翌�札幌市豊平区月寒中央道 4丁目4の38吉野方 鉄�"ﾓ3#32�

北海道橋本病友の会 兌ﾘﾋI�x釐���札幌市中央区南4条西10 丁目耗病センター内 鉄�"ﾓ3#32�

北海道バージヤー病友 �(inﾈﾉ(���札幌市中央区南4条西10 鉄�"ﾓ3#32�

の会 剪囑ﾚ難病センター内 

北海道へモフイリア(血友病) ��)mほ|r�札幌市中央区南4条西10 鉄�"ﾓ3#32�

友の会 剪囑ﾚ妊病センター内 

北海道ベ-チJ_ツト病 俘)nﾈ��ｷh���札幌市中央区南4条西10 鉄�"ﾓ3#32�

友の会 剪囑ﾚ難病セン5ト内 

未然児網Jf症から子供 �69(i�8���札幌市豊平区北野7条4丁 塔�"ﾓc�cB�

を守る会北海道支部 剋ｩ3の36菅原方 

もやもや病の患者と蒙 佩9:�<H���札幌市手稲区前田1条9丁 田釘ﾓc鉄r�

族の会北海道フltu,}ク 剿ﾚ2の33後藤方 
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地域支部組織-質

支部名 倡浦I+r�事務局長 倬ik�ｼr�電孟与 

札幌支部 ��:�+ﾘ,H*��佐々木秀利 倅Ig倡9(h匣ｾi>ﾃC���6sS�"ﾓ3#32����ﾃ��)ｩmｩ>��5ｨ985��ｹ>��

旭川支部 �i69Y�Oﾂ�枚原玲子 ���ﾈ�9dﾈ團����)｢�mｨ6�4x8ｸ-8+d"ﾓ��R�0166-35-4771 

函蝕支部 仗�ﾙ(��佐藤秀臣 僮�倡9�Y>ｩ*ﾃ�,ﾃ��3ふ#bﾓsSs��#*(8�$T｢ﾘ,ﾘ+�+�,J2�

十勝支部 俔ﾘﾏｹOﾉ�i&｢�荒尾みや子 ���ﾔﾈ�9�ﾃX��ⅳ�6ﾆ�SRﾓ#2ﾓcc�"�)ｩm｣��,ﾃ*(-8.ｨ*�*)��ﾔﾊ2�

釧路支部 ��闔H�"�佐藤倍洋 仭ｩц�9�ﾉfｹ*ﾃrﾓr�69kﾉYI_ｲ�0154-23-3663 

室蘭支部 偖ﾈ慟｢9Tb�佐藤利国 俯ｩyh�98ﾉ*ﾃ))ｩm｣��C2ﾓCRﾓcイ���ﾓ�倡8��･��)Y�85ｨ985��ｹ�Ith檠>��

北見支部 �ｩ�ｨﾏr�加藤被子 冉ｸﾊ倡9�Y,ｩ8ﾃ))｢�m｣YMI&陷�:�_ｲ�0157-23-6321 

南桧山支部 �69J掩����択野敏子 儺�(ﾅ8ﾕﾘﾛy*ﾉ�i&��#��)nﾉ_ｲ�01395-2-3079 

根室支吉B 冦��ｩDIu�� 俑ｨ��8諸��*ﾃ�,ﾃb�gｹ�ｩ_ｲ�01532-4-2988 

阿寒支部 �%冢ﾈﾎXﾔB� �(ｪhﾅ8�(ｪi*ﾃ�i�ﾂ���檠Y�8ｺhｶ8檠>��0154-66-2121 

厚岸.浜中 支部 �68ｷｸ�����山田澄子 佰ｨｭﾘﾅ8ﾏｨｭﾙ*ﾈ鬨��,ﾈﾕﾙ*ﾃ��MI&�,ﾃ3�B�0153-52-7078 
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療養.弟子 屈支部 �)YI�9+ﾂ�中l亀幸子 ��ﾈ�8ﾅ9Uy(9*ﾉ�iW��*ﾉ(fﾉXﾉ_ｲ�恒48-5-3683 

中標津支部 �ﾘﾍ)�I���豊島トシ 俟I,8ﾅ9(iUy,9*ﾉ8ﾂ��8��fｳ�)ｩmｨ憙ﾍ"�01537-2-3879 

早来支部 �:�ﾋIy姥b�藤原サチ子 冲YZXﾅ9��x�*ﾈ哩*ﾂ�:�ﾋH5H6���_ｲ�01452-2-3579 

美瑛支部 ��:��"�尾山幹夫 ��9�ﾈﾅ9Oﾈ緬*ﾉ�ﾉ*ﾂ�9)ｩm｣8,ﾃ3H嫌:��0166-92-2714 

白老支部 亳Y&馘ﾈ��ﾒ�加瀬幸雄 僮)�ﾅ9I)�*ﾈ鬩Hｳ��CBﾓ�2ﾓ3Ss��nﾃ#�(ｶY&饑ｲ�

音更支部 ��ｸﾋI.X��穀内さかえ �ﾙ8ﾉ78尨ﾕ�*ﾉ_9x��fｳ���y)ｩm｣(ﾙ)>��0155-31-8723 

戸井支部 �8ygｸｶ�ｷb�吉田敬一雌 亰I68ﾅ8ﾌｸ鯖*ﾈ鬨惲�����(ｶy69_ｲ�0138-58-4676 

美唄支部 �8ﾈ､9}�_i&｢�花井敏男 儖ﾈ�8�9��;�*ﾃ�ｾb�扎鯖_ｲ�01266-2-1389 

白糠.音別 支部 �?�W(ﾊｹ?��上田弘 僮(ﾖhﾅ9I(ﾖi*ﾈ譽"�fｳ��969_ｲ�01547-2-2131 

静内支部 �;�ｨﾏY&｢�安孫子淳子 ��9>�*ﾉgｹ*ﾃI)ｩm｢�"ﾓX���x��_ｲ�01464-2-7079 

稚内支部 伜(ﾏｹ�HﾏR�菊酒 �'I>��9W�｣Y)ｩm｢�)fﾓ8ｶY_ｲ� 

l 岩見沢支部 準備会 ���l 村田信二 鳴�ｮ(ﾊ��(�9{ﾉ*ﾃX����)ｩmｩ�ｩ69_ｲ�ll 0126-23-6073 
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≫≫≫≫≫≫>≫>>>≫　編集手套吾己　≫≫≫>>≫≫>≫≫≫

●今年も一年の終りと始まりが慌ただしくやって来て､気がついてみると

1 2月発行予定の携閑話が年を越す結果となってしまいました｡皆さん､

ひと月遅れの発行になってしまいましたが､諸般の事情をご理解の上､ど

うぞお許し下さい｡

◆次号より　rシリーズ･難病｣という企画を陶始します｡これは患者や家

族のためばかりではなく､広く一般にもr難病｣を理解してもらいたいと

いう主旨で始めるものです｡第一回目は､肝炎を予定しています｡

▲機関誌に掲載する原稿を募集しています｡近況報告､短歌やgF句､川柳

など､何でも結構ですので､気軽に事務局までお寄せ下さい｡お持ちして

おります｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(N)

噂.二
難病達

☆私たちの住んでいる地域の医療･地域の福祉

地域の活動を日

☆尊病患者･障害者･高旨者が

安心して暮らせる社会を日

HSKなんれん｢さいはく｣

編集/柳北海道難病連稚内支部　　　　　　　発行人/北海道身体障害者

編集人/野浮厚子　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体定期刊行物協会

昭和48年1月13日第3種郵便物認可　　　　　　　　　　　　　　細川久美子

1994年12月10日発行　HSK通巻　　号　　　札幌市中央区北9条西19丁目
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お申込みは 北海道難病連まだは､部会･支部へ
(2分の1ガgl会(沃胸毛育毛)や立証の収入に与ります)

=･入会は札幌市中宍区南4条西10丁目

北海道難病センター　T E LOll
-512-3233
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